
　
旧
制
宇
土
中
学
校
を
前
身
と
す
る
熊
本

県
立
宇
土
高
校
の
敷
地
内
に
、
熊
本
県
立

宇
土
中
学
校
が
開
校
し
、
県
内
初
の
併
設

型
公
立
中
高
一
貫
教
育
校
が
誕
生
し
た
の

は
２
０
０
９
年
の
こ
と
だ
。
こ
の
年
、
同

県
で
は
公
立
高
校
の
学
区
が
再
編
さ
れ
て

従
来
の
８
学
区
か
ら
県
北
・
県
央
・
県
南

の
３
学
区
と
な
り
、
宇
土
高
校
の
あ
る
宇

土
市
は
、
隣
接
す
る
熊
本
市
と
同
じ
県
央

学
区
に
組
み
込
ま
れ
た
。
少
子
化
に
伴
っ

て
同
校
へ
の
志
願
者
も
徐
々
に
減
り
、
さ

ら
に
成
績
上
位
層
の
中
学
生
が
熊
本
市
の

進
学
校
に
流
出
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
県
の
特
色
あ
る
学
校
・
新
し
い
タ
イ

プ
の
学
校
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
同
校
は
、

地
域
の
拠
点
校
と
し
て
の
求
心
力
を
高
め

る
べ
く
、
中
高
一
貫
教
育
校
と
な
っ
た
。

　
中
学
校
は
１
学
年
２
ク
ラ
ス
、
高
校
は

外
部
進
学
の
４
ク
ラ
ス
が
加
わ
り
計
６
ク

ラ
ス
。
中
進
生
（
内
進
生
）
と
高
進
生
（
外

進
生
）
は
高
校
卒
業
ま
で
別
々
の
ク
ラ
ス

で
学
び
、２
年
次
か
ら
、前
者
は
文
系
コ
ー

ス
と
Ｓ
Ｓ
コ
ー
ス
、
後
者
は
文
系
・
理
系
・

Ｓ
Ｓ
コ
ー
ス
に
分
か
れ
る
。

　
教
員
組
織
は
中
学
校
籍
・
高
校
籍
に
分

か
れ
て
お
り
、
中
学
校
か
ら
高
校
へ
の
教

育
の
連
続
性
を
持
た
せ
る
よ
う
、
異
動
を

進
め
て
い
る
。

　
中
高
連
携
の
柱
の
１
つ
と
し
て
進
め
ら

れ
て
い
る
の
が
、
高
校
籍
の
教
師
が
中
学

校
の
授
業
も
行
う
乗
り
入
れ
授
業
だ
。
中

学
校
の
全
教
科
で
、
高
校
教
師
が
授
業
の

一
部
を
受
け
持
っ
て
い
る
。
乗
り
入
れ
授

業
の
主
な
ね
ら
い
は
、
高
校
教
師
が
、
中

学
校
の
指
導
内
容
や
生
徒
の
学
習
状
況
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
中
高
の
授
業
改
善

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

　
例
え
ば
英
語
で
は
、
習
熟
度
別
に
３
ク

ラ
ス
で
展
開
し
て
い
る
中
学
２
・
３
年
生

の
授
業
に
高
校
教
師
も
入
る
。
ま
た
、
体

育
で
は
、
毎
時
間
、
中
学
校
の
す
べ
て
の

授
業
を
中
学
校
籍
と
高
校
籍
の
教
師
が

チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
（
以
下
、
Ｔ
Ｔ
）

で
行
う
。
乗
り
入
れ
授
業
の
意
義
に
つ
い

て
、
長
く
県
立
高
校
で
指
導
し
、
同
校
で

は
中
学
校
の
進
路
指
導
主
事
を
務
め
る
橋

本
慎
二
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
乗
り
入
れ
授
業
を
行
う
と
、
中
学
校

で
の
指
導
内
容
が
分
か
る
だ
け
で
な
く
、

高
校
教
師
と
し
て
中
学
生
に
教
え
て
お
き

た
い
と
思
う
こ
と
を
指
導
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ま
た
、
教
科
ご
と
に
行
う
授
業

研
究
会
な
ど
で
は
、
中
学
校
教
師
も
高
校

教
師
か
ら
よ
い
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
」

実
践
事
例
●

熊
本
県
立
宇う

土と

中
学
校
・
高
校

中
高
連
携
で
、学
び
に
連
続
性
を
持
た
せ

中
高
の
指
導
改
善
に
つ
な
げ
る

熊
本
県
の
公
立
高
校
の
学
区
再
編
に
伴
い
、
県
央
の
拠
点
校
と
し
て
設
立
さ
れ
た
熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
・
高
校
。

高
校
教
師
に
よ
る
中
学
校
で
の
乗
り
入
れ
授
業
や
、

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
お
い
て
中
高
６
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
進
め
る
「
宇
土
未
来
探
究
講
座
」
な
ど
、

中
高
が
連
携
し
て
生
徒
の
学
び
に
連
続
性
を
持
た
せ
、
生
徒
の
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。

学
区
再
編
の
影
響
に
よ
る

成
績
上
位
層
の
流
出
が
課
題

2

中
学
校
の
授
業
か
ら
受
け
た

驚
き
が
、
Ａ
Ｌ
導
入
の
契
機
に
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特
集

　
　学
び
と
指
導
の
連
続
性
を
深
め
る
中
高
連
携

校
の
授
業
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
、
高
校

で
理
科
が
苦
手
と
な
る
生
徒
が
増
え
る
理

由
を
実
感
し
ま
し
た
。
中
進
生
が
ス
ム
ー

ズ
に
高
校
の
理
科
に
移
行
で
き
る
よ
う
、

中
学
校
で
の
授
業
を
踏
ま
え
て
、
高
校
の

授
業
の
あ
り
方
も
変
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
同
校
に
赴
任
し
て
以
来
、
後
藤
先
生
の

授
業
で
は
、
実
験
を
通
し
て
考
え
さ
せ
た

り
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
て
ペ
ア
ワ
ー

ク
を
さ
せ
た
り
す
る
機
会
を
増
や
す
な
ど

の
工
夫
を
し
て
い
る
と
い
う
。

　
英
語
科
の
吉
永
晃こ

う

紀き

先
生
も
、
中
学
校

の
授
業
に
影
響
を
受
け
て
、
自
身
の
授
業

を
変
え
た
。

　「
本
校
に
赴
任
し
て
、
講
義
中
心
の
授

業
か
ら
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト

な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
生
徒
が
活
動

す
る
授
業
に
変
え
ま
し
た
。
中
学
校
の
授

業
を
実
際
に
見
る
機
会
が
な
け
れ
ば
、
自

分
の
授
業
を
変
え
よ
う
と
は
思
わ
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
」（
吉
永
先
生
）

　
学
習
内
容
や
授
業
方
法
だ
け
で
な
く
、

生
徒
と
教
師
の
人
間
関
係
を
築
く
上
で

も
、
高
校
教
師
が
中
学
校
で
授
業
を
行
う

意
義
は
あ
る
と
、
吉
永
先
生
は
語
る
。

　「
中
学
生
が
高
校
入
学
前
に
高
校
の
教

師
と
顔
見
知
り
に
な
っ
て
お
く
こ
と
で
、

入
学
直
後
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
授
業
を
進
め

ら
れ
ま
す
。
生
徒
に
と
っ
て
は
、
中
高
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
減
ら
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
」

　
中
高
が
教
育
活
動
を
連
続
さ
せ
る
よ
さ

を
教
師
が
最
も
実
感
し
て
い
る
の
が
、
６

年
間
を
通
し
た
科
学
的
探
究
活
動
を
行
う

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
宇
土
未
来
探
究
講

座
」
だ
（
Ｐ
．12
図
）。

　
中
学
校
３
年
間
の
「
宇
土
未
来
探
究
講

座
」
で
は
、
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
目
標

に
挑
戦
す
る
姿
勢
を
養
う
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
、
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
と

し
た
「
野
外
活
動
」「
地
域
学
」「
キ
ャ
リ

ア
教
育
」
を
行
う
。
著
名
な
棋
士
を
招
き

論
理
的
思
考
力
や
大
局
観
を
養
う
「
囲
碁

教
室
」（
中
学
１
〜
３
年
生
）、
他
者
と
の

か
か
わ
り
や
自
然
の
中
で
生
活
の
基
礎
を

学
ぶ
「
御
所
浦
わ
く
わ
く
島
体
験
」（
中

学
１
年
生
）
や
「
阿
蘇
自
己
再
発
見
キ
ャ

ン
プ
」（
中
学
２
年
生
）、
水
と
米
と
つ
り

の
先
生
と
共
同
で
授
業
を
行
う
中
で
、
中

学
校
と
高
校
の
違
い
を
よ
り
明
確
に
実
感

し
ま
し
た
」
と
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
主
任
の
後

藤
裕ゆ

う

市い
ち

先
生
は
語
る
。

　「
中
学
校
と
高
校
の
指
導
で
は
、
授
業
の

つ
く
り
方
や
50
分
間
の
使
い
方
な
ど
様
々

な
面
で
違
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
校

１
年
生
に
は
伝
わ
る
説
明
の
仕
方
で
も
、

中
学
３
年
生
に
は
伝
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
、
教
え
方
の
面
で
も
違
っ
た
工
夫
が
必

要
で
す
。
特
に
驚
い
た
の
は
、
中
学
校
で

は
実
験
や
活
動
の
比
重
が
非
常
に
大
き
い

こ
と
で
す
。
高
校
で
は
講
義
型
の
授
業
が

中
心
と
な
る
た
め
、
高
校
進
学
後
に
中
学

　
理
科
で
は
、
13
年
度
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定

を
機
に
、
中
高
の
学
習
内
容
の
融
合
を
強

化
し
て
い
る
。
学
校
設
定
科
目
で
設
け
た

「
未
来
科
学
」
の
授
業
は
、
中
高
の
教
師

が
共
同
で
作
成
し
た
シ
ラ
バ
ス
で
授
業
を

進
め
、
高
校
教
師
が
中
学
校
の
授
業
に
Ｔ

Ｔ
と
し
て
入
る
こ
と
も
多
い
。「
中
学
校

熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
・
高
校

◎
２
０
０
９
年
に
中
学
校
を
開
校
し
、
県
内
初
の
併

設
型
公
立
中
高
一
貫
教
育
校
と
な
る
。
11
年
に
文
部

科
学
省
「
中
高
生
の
科
学
部
活
動
振
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、

13
年
に
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
る
。

◎
設
立
　
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
1
学
年
約
２
４
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、筑
波
大
、東
京
大
、名
古
屋
大
、広
島
大
、

九
州
大
、
熊
本
大
、
鹿
児
島
大
、
熊
本
県
立
大
な
ど

に
83
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
国
際

基
督
教
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
学
院
大
、

西
南
学
院
大
な
ど
に
延
べ
２
７
２
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://sa
ku
ra1
.higo.ed

.jp/sh
/

utohs/

熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
・
高
校

内
田
晴
龍

　う
ち
だ
・
せ
い
り
ょ
う

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年

目
。中
学
部
主
任
。中
学
校
２
学
年
主
任
。

中
学
生
徒
指
導
主
事
。

熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
・
高
校

吉
永
晃
紀
　よ
し
な
が
・
こ
う
き

教
職
歴
32
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

研
究
開
発
部
。
Ｇ
Ｐ
Ｌ
研
究
主
任
。「T

he 
w

orld is w
hat you think it is.

」

熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
・
高
校

後
藤
裕
市

　ご
と
う
・
ゆ
う
い
ち

教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

研
究
開
発
部
。Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
主
任
。「
縁
を

結
び
、
新
し
い
関
係
を
創
り
出
す
教
育
を
」

熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
・
高
校

橋
本
慎
二
　は
し
も
と
・
し
ん
じ

教
職
歴
28
年
。同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。

中
学
部
副
主
任
。
中
学
校
１
学
年
主
任
。

中
学
進
路
指
導
主
事
。

熊
本
県
立
宇
土
中
学
校
・
高
校

髙
木
和
彦

　た
か
き
・
か
ず
ひ
こ

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年

目
。
進
路
指
導
主
事
。「
生
徒
と
と
も
に
、

創
造
性
豊
か
に
志
高
く
切
磋
琢
磨
す
る
」

体
験
型
の「
宇
土
未
来
探
究
講
座
」で

主
体
性
や
探
究
力
を
養
う
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竿
だ
け
を
持
っ
て
無
人
島
で
自
給
自
足
生

活
を
行
う
「
無
人
島
サ
バ
イ
バ
ル
生
活
体

験
」（
中
学
３
年
生
）
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク

で
多
様
な
活
動
を
、「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」（
年
間
70
時
間
）
で
行
っ
て
い
る
。

　「『
宇
土
未
来
探
究
講
座
』
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
る
時
、
常
に
念
頭
に
置
い
て
い
る

の
は
『
い
か
に
生
徒
を
悩
ま
せ
る
か
』
と

い
う
こ
と
で
す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
社

会
で
生
き
る
力
の
育
成
を
主
目
的
と
し
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
で
培
わ
れ
る
、
困
難
を

乗
り
越
え
る
粘
り
強
さ
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
は
、
高
校
生
活
だ
け
で
な
く
、
大
学
入

試
や
大
学
生
活
で
も
必
ず
役
に
立
つ
と
信

じ
て
い
ま
す
」（
橋
本
先
生
）

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
行
う
前
に

テ
ー
マ
を
決
め
て
調
べ
学
習
を
行
い
、
事

後
の
報
告
会
や
発
表
会
も
実
施
し
て
い

る
。
そ
の
際
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ

フ
ト
や
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
学
び
、
体
験
を
言

語
化
す
る
こ
と
で
表
現
力
を
身
に
つ
け
る

機
会
が
豊
富
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
中
学
３
年
生
の
12
月
か
ら
は
、
３
年

間
の
集
大
成
と
し
て
「
卒
業
論
文
」
に
取

り
組
む
。
各
自
が
テ
ー
マ
を
決
め
て
情
報

収
集
を
行
い
、
担
当
教
師
と
相
談
し
な
が

ら
論
文
を
作
成
し
、
３
学
期
に
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

テ
ー
マ
設
定
、
情
報

収
集
、
論
文
作
成
と

い
う
、
高
校
で
も
行

う
課
題
研
究
の
流
れ

を
経
験
す
る
。

　
こ
う
し
た
中
学
校

で
の
学
習
を
受
け
て
、

高
校
の
「
宇
土
未
来

探
究
講
座
」
で
は
、

さ
ら
に
高
度
な
内
容

で
、
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
課
題
研
究
に
取
り

組
む
。
１
年
次
に
プ

レ
課
題
研
究
、
２
・
３

年
次
に
本
格
的
な
研

究
を
行
い
、
海
外
研

修
や
各
種
学
会
、
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
出
場

な
ど
を
目
指
す
。
進
路
指
導
主
事
の
髙た

か

木き

和
彦
先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
中
学
校
の
卒
業
論
文
で
追
究
し
た

テ
ー
マ
を
高
校
の
課
題
研
究
で
も
取
り

上
げ
て
学
び
を
深
め
て
い
く
生
徒
も
い
ま

す
。
そ
う
し
た
学
び
の
継
続
性
が
持
て
る

の
も
、
中
高
連
携
の
よ
さ
だ
と
思
い
ま
す
」

　「
無
人
島
サ
バ
イ
バ
ル
生
活
体
験
」
で

は
、
中
学
生
の
グ
ル
ー
プ
に
高
校
１
年
生

が
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
１
人
ず
つ
入
る
。

事
前
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
研
修
を
受
け

た
高
校
１
年
生
は
、
現
地
で
も
野
外
活
動

の
専
門
家
か
ら
指
示
の
出
し
方
な
ど
を
学

び
つ
つ
、
中
学
生
を
リ
ー
ド
す
る
。
実
施

後
、「
指
導
者
側
の
大
変
さ
が
分
か
っ
た
」

と
い
っ
た
声
も
多
く
、
生
徒
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
力
を
高
め
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
中
学
校
時
代
に
多
様
な
活
動
を
経
験
さ

せ
る
指
導
を
引
き
継
ぎ
、
高
校
で
は
自
ら

関
心
を
持
っ
た
こ
と
に
挑
戦
さ
せ
、
よ
り

深
い
学
び
を
追
究
さ
せ
て
い
く
指
導
に
つ

な
げ
て
い
る
と
、
吉
永
先
生
は
語
る
。

　「『
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
』

（
＊
１
）
な
ど
、
国
際
交
流
関
係
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
と
、
真
っ
先
に
応
募

し
て
く
る
の
は
中
進
生
で
す
。
多
様
な
体

験
を
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
で
、
新
し
い

取
り
組
み
に
も
抵
抗
な
く
飛
び
込
ん
で
い

け
る
の
で
し
ょ
う
。
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し

実験ノート活用方法、先行研究調査方法、
中間発表、ポスターセッション

学問・分野別進路研究、出前講義、
学問・分野別探究活動（グループ研究）

御所浦わくわく島体験、
菊池のんびり農村

生活体験

地域学 キャリア教育野外活動

宇土未来探究講座Ⅰ　1年生

宇土未来探究講座Ⅱ　2年生

宇土未来探究講座Ⅲ　3年生

宇土中学校

市町村立中学校からの高進生

地域の自然探訪、
白山登山

職業講話

2泊3日阿蘇自己再発見
キャンプ

地域の探訪、
観光ガイド作成

職業講話、
インターンシップ

２泊3日無人島
サバイバル生活体験

熊本から世界を
English Camp

進路研究、職業講話、
パネルディスカッション

宇土高校

宇土未来探究講座Ⅳ　1年生

ロジックプログラム 大学・職業・学問探究、中学時成果発表会、探究方法の手法、科学
史講座、出前講義

プレ課題研究 新規研究（グループ）、継続研究（グループ）、個人研究（個人）から選択して
取り組む

未来体験学習　先端企業訪問・関東研修

ロジックリサーチ・ポスターセッション　個人研究内容のレポート作成、ポスターセッション

課題研究論文作成、研究成果発表会 小論文作成、表現活動、
学部・学科別進路研究

課題研究（ＳＳコース） 宇土未来探究講座

課題研究（ＳＳコース） 宇土未来探究講座

宇土未来探究講座Ⅴ　２年生選択

宇土未来探究講座Ⅵ　３年生選択

＊１　正式名称は、「トビタテ！留学 JAPAN　日本代表プログラム」。2014年にスタートした官民協働で取り組む海外留学支援プロジェクト。高校生を対象とした「高
校生コース」もある。

＊学校資料を基に編集部で作成

中
学
校
で
培
っ
た
力
を
土
台
に

高
校
で
は
内
容
面
を
深
め
る

図 「宇土未来探究講座」６年間のプログラム
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特
集

　
　学
び
と
指
導
の
連
続
性
を
深
め
る
中
高
連
携

て
自
分
の
糧
に
し
て
い
く
意
欲
を
育
む
上

で
、『
宇
土
未
来
探
究
講
座
』
が
果
た
す

役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
」

　
後
藤
先
生
も
、
生
徒
の
主
体
性
を
重
視

し
た
指
導
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。
　

　「
私
が
実
験
テ
ー
マ
を
示
す
だ
け
で
、

生
徒
は
自
ら
計
画
を
立
て
て
実
験
を
行

い
、
探
究
型
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
で
の
様
々
な
活
動
経
験
か

ら
、
身
近
な
こ
と
に
疑
問
を
持
つ
力
が
培

わ
れ
て
お
り
、
課
題
研
究
で
の
テ
ー
マ
設

定
も
自
分
で
進
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

高
校
の
課
題
研
究
で
は
、
テ
ー
マ
設
定
や

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
指
導
よ

り
も
、
内
容
を
深
く
掘
り
下
げ
る
指
導
に

十
分
な
時
間
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
」

　
こ
の
よ
う
に
、
指
導
の
効
率
化
を
実
現

で
き
る
の
も
、
し
っ
か
り
と
中
学
校
の
取

り
組
み
に
目
を
配
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
高

校
籍
の
教
師
は
、
中
学
校
の
報
告
会
や
発

表
会
に
も
参
加
し
、
生
徒
が
ど
の
よ
う

な
力
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
把
握
し
て
い

る
。
中
学
３
年
生
が
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ

を
設
定
す
る
際
に
は
、
高
校
籍
の
教
師
も

生
徒
と
面
談
を
し
、
よ
り
専
門
的
な
観
点

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
。

　「
中
学
生
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
で
、

高
校
の
課
題
研
究
に
お
い
て
も
中
学
校
の

成
果
を
踏
ま
え
た
指
導
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
」（
後
藤
先
生
）

　
高
進
生
も
そ
う
し
た
中
進
生
の
姿
に
刺

激
を
受
け
、
自
身
の
課
題
研
究
を
深
め
て

て
い
く
と
い
う
。
異
な
る
背
景
を
持
つ
中

進
生
と
高
進
生
が
切
磋
琢
磨
し
高
め
合
う

雰
囲
気
も
、
探
究
活
動
の
質
の
向
上
を
も

た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
同
校
の
課
題
の
１
つ
は
、中
学
校
か
ら
ほ

か
の
高
校
に
進
学
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
か

ら
ず
あ
る
こ
と
だ
。現
状
で
は
内
進
率
95
％

を
維
持
し
て
い
る
が
、
熊
本
市
内
の
高
校

へ
の
進
学
希
望
者
は
毎
年
一
定
数
い
る
。

　「
難
関
国
公
立
大
学
や
医
学
部
へ
の
進

学
を
希
望
す
る
生
徒
は
、
進
学
実
績
の
高

い
熊
本
市
内
の
高
校
に
惹
か
れ
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。本
校
と
し
て
は
、生
徒
個
々
へ

の
指
導
を
手
厚
く
し
、
進
学
実
績
を
上
げ

て
い
く
こ
と
で
、
求
心
力
を
高
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
髙
木
先
生
）

　
そ
の
た
め
に
、
生
徒
へ
の
日
頃
の
声
か

け
や
面
談
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　「
ほ
か
の
高
校
へ
の
進
学
者
が
増
え
る

と
、『
中
高
一
貫
の
継
続
し
た
教
育
』
と

い
う
本
校
の
理
念
そ
の
も
の
が
揺
ら
ぐ
た

め
、
ほ
か
の
高
校
へ
の
進
学
を
考
え
て

い
る
生
徒
に
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
段
階

か
ら
面
談
な
ど
を
行
っ
て
対
応
し
て
い
ま

す
。
本
校
の
理
念
を
語
る
だ
け
で
な
く
、

高
校
進
学
後
に
何
を
し
た
い
の
か
、
そ
れ

は
本
校
で
も
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
、
宇
土
高
校

の
魅
力
を
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
」（
橋
本
先
生
）

　
部
活
動
に
お
け
る
中
高
連
携
も
、
内
進

率
の
安
定
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
同
校
の

陸
上
部
や
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
吹
奏
楽
部

な
ど
で
は
、
中
高
の
生
徒
が
合
同
で
部
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
野
球
部
も
中
学
３
年

生
の
引
退
後
か
ら
高
校
の
硬
式
野
球
部
に

加
わ
る
。
中
学
部
主
任
の
内
田
晴せ

い

龍り
よ
う

先
生

は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
顧
問
に
代
わ
っ
て
、
高
校
生
が
中
学

生
を
指
導
す
る
場
面
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
普
段
無
意
識
に
し
て
い
る
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
、
中
学
生
が
理
解

で
き
る
よ
う
に
言
葉
や
体
で
表
現
す
る
難

し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
、

中
学
生
へ
の
指
導
は
高
校
生
に
と
っ
て
も

得
る
も
の
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
高
校

進
学
後
も
部
活
動
を
続
け
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
思
い
も
あ
り
、
優
し
く
丁
寧
に
中

学
生
に
接
し
て
い
る
こ
と
が
、
我
々
か
ら

見
て
も
分
か
り
ま
す
」

　
も
う
１
つ
の
課
題
は
、
中
高
の
教
師
の

交
流
だ
。
同
校
で
は
中
高
全
体
で
１
つ
の

職
員
室
と
し
、
学
年
ご
と
に
机
を
集
め
た

配
置
と
し
て
い
る
が
、
中
高
の
学
校
文
化

の
違
い
も
あ
り
、
日
常
的
な
意
見
交
換
や

情
報
共
有
を
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
課
題
だ
と
、
髙
木
先
生
は
言
う
。

　「
数
学
や
理
科
、
英
語
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
取

り
組
み
を
通
し
て
連
携
を
深
め
て
お
り
、

そ
の
他
の
教
科
で
も
同
様
に
中
高
の
交
流

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
校
が
さ

ら
に
飛
躍
す
る
た
め
に
は
、
人
事
交
流
を

活
発
に
行
い
、
中
高
の
相
乗
効
果
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
人
的
交
流
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、
意
見
交
換
の
場
や
時
間

の
設
定
な
ど
の
工
夫
で
、
中
高
６
年
間
を

通
し
て
『
宇
土
で
育
て
る
』
教
育
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

部
活
動
も
中
高
合
同
で
行
い

学
校
へ
の
求
心
力
を
高
め
る
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